
特集

●向本折地区新産業団地の整備
●小松市での企業立地への支援、民間等を活用した
　企業誘致活動の推進ほか
●起業家輩出やスタートアップ企業の創出に向けた
　育成支援プログラムの実施ほか　
●オフィス誘致により女性の活躍や新産業創出を推進
●事業承継支援体制を構築し、マッチングを支援

●小中学校の学校給食に地元農産物を提供、地産地消・食育を推進
●新商品開発や資格取得、スマート農業などの取り組みを支援
●過去に植林を行った森林の保育や権利者等の現況調査を実施

産業創出

農林水産業

●利便性向上に向けた粟津駅周辺整備
●新幹線駅にふさわしい小松駅周辺整備に向けた調査
●持続可能な地域公共交通の実現を目指す
　こまつ地域交通プランの策定
●自動運転バス  レベル４に向けたシステムなどの高度化ほか
●ライドシェアi-Chanの運行、南部エリアにおける
　乗り合いライドシェアをはじめとした実証実験
●まち乗り電動アシスト自転車のシェアリング運営
●ひと・もの・情報の交流拠点「Komatsu 九」の運営

新幹線開業・都市基盤を活かすまちづくり

主な施策の概要

2億9,300万円
300万円

1,100万円
1億7,450万円

4,240万円
900万円
6,368万円

交流拡大
●大阪・関西万博にて九谷焼をはじめとする
　伝統工芸を世界へ発信
●首都圏における小松市の認知向上に向け
　モビリティサイネージ広告を展開
●オープンファクトリーイベントの開催、産業観光の推進ほか

730万円

500万円
1,810万円

9億9,970万円

3億9,810万円

2,320万円
1,000万円
240万円

660万円
800万円
4,900万円

2040年ビジョンの
実現に向けて

2040年ビジョン

1126.6億円

547.6億円

　市制100周年を迎える2040年の目指すべきまちの姿をイメージ化した「小松市2040年ビジョン」の実現に向け
て、好循環を生み出す都市経営と中長期的視点に立った行政経営を実践し、新しいまちづくりに挑戦します。

■一般会計の内訳

291.3億円

287.7億円

一般会計

特別会計

企業会計

（対前年度比　+6.0％）

（対前年度比　▲7.0％）

（対前年度比　＋12.5％）

（対前年度比　＋3.8％）

森林環境の保全

小松駅・小松空港間を走る自動運転バス

大阪・関西万博で伝統工芸を世界へ発信

オフィス誘致によって
新たな産業創生の拠点に

詳しくは
こちらから▶

問い合わせ
財政課　☎24・8144

１．都市機能を最大限に活用し、拠点性を高め、仕事を創り人の流れを
       活性化させます。

２．子育て環境と教育の質を高め、家族みんなの幸福度を引き上げます。

３．安心感や満足感を得られる生活空間をつくり、全ての人の居住や
       滞在の価値を高めます。

４．世代を超えた公平・安定的な行政へ、先送りしない行政体質への
       転換を果たします。

世界に時めく日本海側の拠点都市こまつ

ものづくりが誇りの産業創生都市こまつ

国庫支出金
113.8億円

地方交付税
86.5億円

市債 41.3億円

地方譲与税・交付金
44.6億円

県支出金
47.7億円

その他 37.5億円

市税
176.2億円

歳入 歳出

衛生費
32.6億円

総務費
54.2億円

消防費
20.0億円

農林水産業費
12.5億円
商工費

13.5億円
災害復旧費 4.7億円

議会費・労働費など 3.9億円

公債費 
54.4億円

土木費 
63.3億円

教育費  
88.9億円

民生費
199.6億円

一般会計
547.6
億円

令和7年度 小松市の予算

令和7年度予算総額

ナイン
令和7年度

予算編成の基本的な考え方

特集 2040年ビジョンの実現に向けて
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●デジタル地域通貨を活用した16歳以上の市民への支援
　（市内の加盟店で利用できる2,000円相当のポイント付与）
●自治体マイナポイントを活用した働く世代への支援（キャッシュレス
　決済サービスに5,000円相当のマイナポイントを付与）
●貨物・旅客運送業者、一般廃棄物収集運搬業者
　福祉施設等の車両に対する燃料費への助成
●高齢者を対象とした予防接種費の自己負担額抑制

●市民病院本館建て替えに向けた基本計画の策定
●安定した医療提供のための環境構築に向けた
　電子カルテシステムの整備
●帯状疱疹ワクチン接種をはじめとした高齢者定期予防接種の実施
●高齢者の健康の増進と交流を促進（公衆浴場利用助成回数の拡大、
　老人クラブの交流活動への助成ほか）

●認定こども園だいいちの移転改築に向けた設計
●5歳児（年中）健康診査の実施
●一般不妊治療費の助成拡充
●こども預かりサービスステーションの運営
●悩みを抱える子どもが安心して過ごせる居場所づくり
（「龍すけポケット」の運営）
●子宮頸がんワクチンのキャッチアップ接種ほか予防接種を実施
●令和6年10月から拡充（対象年齢引き上げなど）された
　児童手当制度の通年実施
●私立こども園などに施設整備費を助成

環境保全・里山里湖・ゼロカーボン・廃棄物
●人工林整備、支障木伐採、松くい虫対策ほか
●電気柵など設置（サルによる被害対策）に対する助成
●公用車をEVなどの環境配慮自動車に更新
●製品プラスチックのリサイクルに向けた実証実験
●指定袋制度の運営、リサイクル率向上に向けた助成、
　生ごみ処理機等の購入補助

防災・減災

医療・介護、福祉・健康

出産・子育て

生涯学習・市民スポーツ文化・日常生活

スマートシティ・スマート市役所
●住民票などのコンビニでの交付手数料引き下げ、
　南支所マルチコピー機設置ほか
●紙媒体で保管されている市公文書の電子化推進
●ふるさと納税について新たな返礼品の開発などによる、
　全国へのPR展開

●未来型図書館整備に向けたPFI事業者選定、旧施設の解体ほか
●末広体育館のアリーナ空調新設、床全面改修、
　非常用発電設備などの更新
●小松運動公園南側の末広相撲場周辺の機能転換に向けた
　基本計画の作成
●地区体育館、東部地区屋外運動施設照明のLED化ほか
●東陵地区の公園、緑地の配置、機能の再編
●大倉岳高原スキー場の年間を通した利用の促進
●市民センターの利用者駐車場の拡張

●小中学生全員のタブレット端末の更新ほか
●小中学校の適正規模・配置を検討し、基本方針を策定
●小松市立高校の今後のあり方の検討に向けた調査
●中学校部活動の地域移行に向けた実証事業
●英語力向上に向けた英検受験費用助成（中2・3）ほか
●大学などへ進学するための奨学金の貸与

教育・スポーツ・文化

3,700万円
100万円
1,540万円
1,140万円

8,310万円

3,088万円
328万円
150万円
1,778万円

1,560万円
2億6,300万円

22億円
1億6,986万円

6億7,670万円
100万円
200万円
1,000万円
1,254万円
797万円

4,837万円
9,320万円
7,000万円

3億9,730万円

196万円
1億1,140万円
7億1,800万円

2,200万円

13億5,000万円
2億3,800万円

3,270万円

4億2,410万円

4億1,630万円

500万円
1億1,600万円
1,300万円
100万円

2億1,420万円

230万円
300万円

6億円【歳入】

1億360万円

1億9,500万円

4,800万円
2,000万円

消防指令システムを更新

悩みを抱える子どもが安心して過ごせる
居場所づくり

部活動の地域移行に向けた実証事業

高齢者の健康の増進と交流活動を促進

災害復旧
●下水道管などの復旧
●末広陸上競技場・末広屋外水泳プールの復旧

6億5,100万円
3億2,445万円

●これまでの定額減税などの経済対策に該当しなかった人への
　緊急支援給付金の給付

物価高騰対策

2億1,480万円

特集 2040年ビジョンの実現に向けて

●地域防災計画の改訂及び備蓄計画の策定ほか
●住宅の耐震改修、耐震診断などへ助成
●被災した地域の活動拠点（地域コミュニティ施設等）の再建支援
●同時多発的に発生する事案にも、効率的な情報管理を
　実現できるよう消防指令システムを更新
●大規模災害時などの地上通信インフラの被害に備えた
　衛星インターネット機器の整備
●中消防署西出張所の整備に向けた用地造成及び実施設計
●石橋川遊水地整備（内水対策強化）

利用者駐車場を拡張する市民センター

團十郎芸術劇場うららを大規模改修

曳山行事を次世代へ継承

子どもたちの輝く未来創造都市こまつ

自然が映え文化が息づくふるさとこまつ

ワンランク上の生活空間あふれるこまつ
誰もが暮らし続けられる生涯安心のこまつ

市民と共に創る未来型図書館

令和7年度 小松市の予算

●團十郎芸術劇場うららの舞台装置デジタル化など
　改修に向けた実施設計
●曳山行事の継承・曳山保存に向けた基本構想・基本計画を策定
●「那谷寺遺跡」の調査の実施

文化振興

8,860万円
500万円
419万円

けい
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